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取付口�試料ガス�

検知剤�
（淡黄色）�

ニッケルカルボニル Nickel carbonyl Ni（CO）4

1．別　名

テトラカルボニルニッケル

ニッケルテトラカルボニル

4．他の分析方法

原子吸光法〔NIOSH〕

2．性　質　

3．危険性・有害性

液体，無色，特異臭
●分子量； 170.75 ●比重； 1.356
●蒸気密度； 5.86 ●沸点； 42.3℃
●蒸気圧； 42.8kpa（蒸気濃度：42％）
●下部引火点；－20℃
●爆発範囲； 2～34％ ●発火温度； 60℃
●溶解性； 不
●許容濃度； 日本0.001ppm

米国0.05ppm（TWA）
●管理濃度； 0.001ppm

5．用途及び発生場所

純ニッケル製造，重合触媒

6．関係法令

7．検知管の適用

安衛令（名称等表示，危険物），特化則（特定第2類），

毒劇法（毒物），大気法，高圧法（毒性）
可燃性・爆発性； 火災・爆発の危険あり。気中で酸

化し，60℃で爆発する。
人体への影響； 吸入直後の初発症状と，12～36

時間後に現れる遅発症状がある。
初発症状は安静を保てば自然に消
退する程度のめまい，頭痛，だる
さ，吐き気，おう吐，のどの刺激，
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129 ニッケルカルボニル注）

仕　様 他のガスの影響

測 定 範 囲 20～700ppm

試料採取量 100ml

測 定 時 間 3分間

検 知 限 度 10ppm

色 の 変 化 淡黄色→黒紫色

反 応 原 理 塩化金と反応して，コロイド状金を遊

離する。

Ni（CO）4＋AuCl3→Au

有 効 期 限 6ヵ月

経 年 変 化 変色が淡くなり，変色層の境界が不明

瞭となって，指示が高くなる。

使用温度範囲 0～40℃（温度の影響なし）

湿度の影響 なし

校 正 方 法 高圧ガス容器詰の標準ガス

妨　害　ガ　ス
濃度

影　響
〔ppm〕

鉄カルボニル 指示が高くなる

水銀 〃

アルシン 〃

硫化水素 〃

二酸化硫黄 〃

一酸化炭素 1,000 〃

アセチレン 3％ 〃

胸部圧迫感など。遅発症状は体を
動かしたことをきっかけに現わ
れ，急激に憎悪する喘鳴，呼吸困
難，せき，胸痛，発熱などである。
数日後に肺水腫，肺炎で死亡する
こともある。英国では副鼻腔や肺
ガンを起こした例がある。
臭気限界3ppm

注）濃度表式検知管
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・一酸化炭素，アセチレンがそれぞれ単独で存在した場合は，
影響しない。


